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 Mac OS X概説

　2001年 3月に Apple社はMac OS Xを発売した．Apple

社はプロプライエタリな OS（Mac OS 9までのクラシッ
ク環境）から UNIX互換のMac OS Xへと転換を図った．
旧来の環境を熱愛するユーザからは大きな反発を受けな
がらも，Mac OS Xはバージョンアップを重ね，新しい
ユーザ層へ受け入れられつつある．東京大学情報基盤セ
ンターでも大規模に採用されるに至った（図 -1）．
  そもそもMac OS Xを一言で表すと「Darwinという OS

の Appleによるディストリビューション」1）という表現
が的確である．Darwinとは Mach3.0，4.4BSDを中心と

したオープンソースの OSである．オープンソースを製
品の中心に据えた上で，従来から高く評価されていた
Apple社の GUIをユーザに提供するという Apple社の方
針は，他社には見られない大きなパラダイムシフトとな
った．
　Mac OS Xの構造を図 -2に示す．ユーザから見ると大
きく分けて 3つの顔が見える．1つ目は従来のMac OS 9

までのいわゆるクラシック環境，2つ目はMac OS Xを
特徴づける新たな環境，そして 3つ目は BSD的な UNIX

環境である．

クラシック環境

　クラシック環境と呼ばれるMac OS 9とほぼ同等な環
境は，エミュレータにより提供されると考えてよい．
backward compatibilityを目的としているため開発環境は
提供されない．図 -2に見られるように，OSの比較的プ
リミティブなサービスに直結しているため，セキュリテ
ィに気を配る必要がある．
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図 -1　東京大学情報基盤センター教育用計算機システムに
　　　導入される iMac 図 -2　Mac OS Xの構造概念図
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Mac OS X特有の環境

　2つ目に挙げられるMac OS Xの特有の環境は Carbon，
Cocoa，JDKに分類される．

•  CarbonとはMac OS 9までのネイティブアプリケーシ
ョンをできるだけ改変することなくMac OS Xで動作
させるために用意された，Mac OS 9互換の API群で
ある．現在でも商用のアプリケーションのうち，この
CarbonによりMac OS X対応を謳っているものも多い．
Mac OS 9とMac OS Xの構造的な違いから，すべての
互換 APIが準備されているわけではない．

• Cocoaとは NeXTから流れを汲むアプリケーション環
境である．Javaや Objective-Cによるアプリケーショ
ン開発のためのオブジェクト指向な APIが用意され
ており，Mac OS Xに付属の開発環境である Xcodeと
ともに高度な開発環境を提供している．

• OSの基本コンポーネントとして J2SE（Java 2 Platform 

Standard Edition）が用意されており，Javaを重視して
いることが見てとれる．

BSD環境

　3つ目はMac OS Xの UNIX的側面である 4.4BSDベー
スのユーザランドである．あくまでも 4.4BSDベースで
あるため独自の流儀を持つ．emacsを始めとする多くの
フリーウェアが利用可能で，FreeBSDライクではあるが，
ディレクトリ構造の違いや NetInfoに代表される独自の
実装など差異は小さくない（図 -3）．

　さらに付け加えるならば，計算機環境としての 

Mac OS Xを特徴づけるポイントとして，そのグラフィ
クス機能も重要である．UNIXにおいてよく用いられる

X11の環境も用意されているが，独自で有効な機能も実
装している．中でも Quartzは，画像や文字のレンダリ
ングを行う描画エンジンであり，PDFと親和性が高く，
美しい画面表示を可能としている．また，PDFファイ
ルの作成や高速な表示にも役立っている．

  教育用環境での特徴

　Mac OS Xの教育用計算機環境での利用を考えるにあ
たり，管理者，利用者，講義担当者の視点から特徴を述
べる．

管理者の視点

•ユーザデータベース

　OpenDirectoryとは Mac OS Xにおけるユーザデータ
ベースをサービスする LDAPサーバである．大規模教
育用システムでは，ユーザデータベースは重要なファ
クタになる．Mac OS X発表からしばらくは NeXT由来
の Netinfoがユーザデータベースとして使われていた．
今後は LDAPv3を基本とした OpenDirectoryへの移行が
推奨される．OpenDirectoryの登場によって，既存シス
テムが LDAPベースで管理されている場合も比較的容
易に移行できる．なお，Mac OS Xでは Microsoft社の
ActiveDirectoryとの連携も可能であるため，既存システ
ムからの乗り換えの障壁が低いといえる．

•外部リソースとの親和性

　ファイル共有などの外部リソースとの親和性は教育用
計算機システムにとっては大きな課題である．多様な要
求があるため，一般にはマルチベンダのシステムになら
ざるを得ないからだ．Mac OS 9までのようなプロプラ
イエタリなシステムでは外部リソースとのやりとりのた
めに，特殊なミドルウェアを必要とすることが多かった
が，Mac OS Xではオープンソースのフリーウェアを多
用していることも手伝って，システムインテグレーショ
ンが容易になっている．さらには UNIXの側面を持ちな
がらも，MS Windowsとの親和性も高い．

•リモート管理

　リモート管理は，多数のユーザが入れ替わり利用する
計算機には必要な機能である．Mac OS Xの場合，比較
的少数であれば，Apple Remote Desktopという製品で解
決できる．しかしながら，100台を超えるような規模に
は適さないし，仕様上利用が制限されている．しかし，
図 -4の画面で OpenSSHを用いたリモートログインを設
定し，CUIを用いた管理が可能であるため，UNIXに親
しんだ管理者に対しては障壁が少ない．

図 -3　emacsと MS Officeが同じ画面で動く Mac OS X
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• NetBoot

　NetBootは大規模分散システムには必須といえる．教
育用システムに求められる最も大事な機能は，教室のす
べての計算機に，同時にまったく同じ環境を提供するこ
とである．HDDのような内蔵の記憶装置に頼ったシス
テムでは，台数が増えるほど同期をとることが困難にな
る．Mac OS Xでは 10.3以降のバージョンでまったく内
蔵 HDDを利用しない運用が可能となった．

• 豊富なフリーウェア

　オープンソースなフリーウェアの利用が可能なこと
は，教育用システムにとって喜ばしい．教育用システム
は，経済的にも教育的にもオープンソースによって支え
られてきた．Mac OS X自体がオープンソースを最大限
に利用しているので，多くのソフトウェアの portingが
すでに行われている，もしくは，今後期待される．

利用者の視点

• Office Suite

　教育用計算機システムはすでにプログラミング教育に
特化したものではなくなっている．少なくとも東京大学
においては，情報基盤としての位置づけもあり，情報ツ
ールとしての役割も大きい．事実上，Microsoft社が独
占している Offi ce Suiteであるが，Mac OS Xで動作する
MS Offi ceも提供されているため，その他の UNIX系の
Offi ce Suiteよりはファイルの互換性が高いと思われる．
      

• マルチメディア対応

　E-learningの流行もあり，動画配信などへの対応は必
須である．図 -2にもあるようにMac OS Xは QuickTime

を中心にマルチメディア重視の戦略をとっているため，
他の UNIXに比べると大きなメリットがある．Mac OS X

は QuickTime Player，Windows Media Player，RealOne 

Playerのすべてが稼働するプラットフォームでもある
（図 -5）．

• GUI

　ターミナルを使った UNIX的な利用とともに，魅力
的な GUI（Aqua）と開発環境（XCode）を使った利用が
可能である．また，X11も用意されているが，すべての
GUIで Apple社特有のワンボタンマウスだけでなく，ホ
イールマウスなども利用可能である．

• 多言語環境

　大学など多くの母国語を持つユーザを抱える組織で
は，ユーザが容易に言語環境を選択できることは情報ツ
ールとしては必須の機能である（図 -6）．

図 -6　各種の言語に対応

図 -4　さまざまなリソース共有設定

図 -5　各種のストリーミングに対応
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講義担当者の視点

• 豊富なフリーウェア

　オープンソースかつフリーウェアの各種プログラミン
グ言語が利用可能であり，幅広い講義に対応できる．ま
た，Javaに関しても OSとして開発言語の中心に据えら
れており，特に問題はない．

• 商用アプリケーション

　MS Windowsには劣るが，比較的多数の商用アプリケ
ーションが利用できる（図 -3）．

　

 教育用環境構成時の注意点

　大規模分散教育用計算機システムの構築・運用には適
しているように見えるMac OS Xであるが，注意しない
といけない点もある．
 

パッケージシステムの問題

　現在の Mac OS X の標準のパッケージシステム
は，NeXTより踏襲されたものであるが，ドライバや
SoftwareUpdateに限定されており，通常のアプリケーシ
ョンは Apple社の推奨により，可能な限りドラッグ＆ド
ロップのみでインストールできるように調整されてい
る．そのほかにも InstallViseなどの 3rdパーティのイン
ストーラがあり，まったく統一性がない．また，依存関
係がまったく管理されておらず，さらにはアンインスト
ールが考慮されていない．昨今のオープンソースの利用
形態を考えると問題が生じかねない．
　この問題を解決するために，主に GNUなどのフリー
ウェアのインストールを目的としたパッケージシステム
が有志により作成されているが，よい解決策が提示され
ていないのが実情である．

NetBoot時のスケーラビリティ　

　ブートサーバ・クライアント比は管理コストに大き
く作用する．東京大学情報基盤センターの教育用計算機
システムでは，電源投入後ユーザが利用できるまでの時
間を 3分以内にすることを条件に導入作業を行っている
が，Apple社の Xserveと iMacを用いて NetBootの環境
を構築する場合，ブート時間等を考慮してサーバ 1台に
対して 25台のクライアントを想定している．一方，MS 

Windowsのネットブートを可能にするミントウェーブ
社の VIDシステム 2）では 100台近くのクライアントを
サポート可能である．Mac OS Xのこれからの改良に期
待したい．

ソフトウェア盗難対策

　管理者権限を持たないユーザは計算機の前に座ってい
てもすべてをコントロールできないのは UNIXの世界で
は当然であるが，Mac OS XではMac OS 9以前のソフト
ウェアへの配慮から，図 -2に見られるようにクラシッ
ク環境や Carbonによる互換 APIでの対応がされている．
このような backward compatibilityや先に述べたインスト
ーラの問題が原因となって，Mac OS Xでは，一般にソ
フトウェアの盗難対策が難しい．特殊な workaroundを
行うしかない現状である．

 教育用環境に利用できるか？

　Mac OS Xは，UNIXベースのシステムを構築・運用し
てきた管理者でもMS Windowsや旧来のMac OSでのシ
ステムを構築・運用してきた管理者でも，教育用環境に
仕上げることができる貴重な存在であるといえる．
　利用者にとっても同じことがいえる．UNIXがまった
く分からないユーザでも優れた GUIのアプリケーショ
ンが利用でき，また，UNIXを使いたいユーザも満足さ
せることができることで，ユーザに統一したデスクトッ
プを供給できる点も大きい．
　Linuxに魅力的な GUIを実装するのとは異なり，すで
にある魅力的な GUIに合わせて OSを大胆に変更した
Apple社の方策はとりあえず成功しているように見える．
Apple社の宣伝に以下のようなものがある．

10 Reasons for Mac OS X In Education

• It's interoperable.

•  It leaves no child behind.

• It's reliable.

•  It's easy to use.

•  It's easy to manage.

•  It runs the software schools need.

•  It's cost-effective.

•  It embraces open standards.

•  It's secure.

•  It prepares students for the future.

　すべてに納得はできないが，7,8割方は嘘とはいえな
い．ここでは触れられなかったシステムへの要求を考え
ても，Mac OS Xは教育用環境として利用できるように
なったと考える．
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